
スポーツ庁とJAXAの連携協定の調印式（令和７年２月19日）

人々がスポーツの価値を享受し、
ライフパフォーマンスを向上させるための
取り組みや、トップアスリートやパラアス
リートの育成を推進

宇宙探査の進展により、JAXAでは、宇
宙科学に関する研究開発や国際宇宙
探査等を通じて、新たな知と産業の創造
を推進

宇宙開発利用やスポーツの発展、さらには活動の幅を広げ、社会・国民に新たな価値を提供することを目的に連携協定を締結

相乗効果が期待

室伏長官より、協定調印の趣旨について、人類の活動領域拡大に伴う環境適応
能力の開拓や地上における人類の心身能力の開拓など様々な知見の蓄積、得ら
れた知見を持続的な有人宇宙活動やスポーツに活用することで、社会・国民に新た
な価値を提供することを述べた。

パラアスリートと宇宙飛行士から、今後の連携の期待や可能性について、コメント
を頂戴した。右より、木村 敬一選手（パラ水泳日本代表（パラリンピック金メ
ダリスト））、川村 怜選手（ブラインドサッカー®男子日本代表）、野口
聡一氏（立命館大学特命学長補佐）、金井 宣茂氏（JAXA宇宙飛行
士）

スポーツ、宇宙分野の有識者による今後の連携の展望等に関する討論を実施。金岡 恒
治氏（早稲田大学スポーツ科学学術院教授）、久木留 毅氏（ハイパフォーマンスス
ポーツセンター長／国立スポーツ科学センター所長）、関根 康人氏（東京科学大学地
球生命研究所所長・教授）、松浦 真弓氏（JAXA理事・有人宇宙技術部門長）、
久留 靖史氏（JAXA有人宇宙技術部門宇宙飛行士運用技術ユニット長）

室伏長官による連携協定の趣旨説明 パラアスリート・宇宙飛行士によるコメント 有識者による今後の連携の展望に関する討論

調印式の視聴はこちらから
https://www.youtube.com/watch?v=Tk3Y4seh1CU
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